
















































































































を経由して年間に 150 ～ 200 万ペソ（1 ペソ＝日本銀 4 匁、つまり 6,000 ～ 8,000










月 20 日にサンルーカル港を出帆した。1520 年 10 月 21 日に「マゼラン海峡」
を通過、1521 年 3 月 16 日にフィリピン諸島に到達、4 月 7 日にセブ島に辿
り着いたが、マクタン島の住民との戦いでマゼランが戦死、船隊は航海を続
け同年 11 月 8 日に香料諸島のティドール島に到着した。その後、ビクトリ
ア号はフアン・セバスティアン・エルカーノ（Juan Sebastián Elcano）の指揮
のもとに同島を出帆、インド洋から喜望峰を迂回し、1522 年 9 月 6 日にサ




ロアイサ（García Jofre de Loayza） 師が任命された。ロアイサ船隊は 1525 年
7 月 24 日にラ・コルーニャを出帆、その後、ホーン岬を発見、1526 年 5 月
26 日に太平洋に入りラドロネス諸島を目指した。しかし航行中に総指揮官
ロアイサが死去、その後を継いだ司令官エルカーノの指揮のもとラドロネス

















宙地誌学者のルイ・ロペス・デ・ビリャロボス（Ruy López de Villalobos）を


























デ・レガスピ（Miguel López de Legazpi）が任命された。首席水先案内人の
ウルダネタはじめアウグスティヌス会修道士、レガスピの孫のフェリペ・デ・
サルセド（Felipe de Salcedo）などで編成されたレガスピ遠征隊は 1564 年 11
月 21 日にナビダー港を出帆、1565 年 2 月 13 日にフィリピン諸島に到着した。
　レガスピはセブ島を征服したのち、フィリピン諸島からヌエバ・エスパー
ニャへの帰航路を探索すべく、1565 年 6 月 1 日、サルセド司令官と首席水
先案内人ウルダネタが率いるサン・ペドロ号を派遣した。東洋の物産を満載
したサン・ペドロ号は太平洋に出たのち黒潮に乗りいわゆる大圏航路をとり、





いた。1565 年 4 月 15 日にボホール島を平定、同年 5 月 8 日にはセブ島を征




的な植民地化が着手された。1571 年 1 月 1 日、レガスピはセブ島にスペイ
ンの拠点としてサンティシモ・ノンブレ・デ・ヘスス（Santísimo Nombre de 
290
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陸軍司令官（maese de campo）マルティン・デ・ゴイチ（Martín de Goiti）の
一隊をルソン島に派遣、首長ラジャ・マタンダの支配下にあったマニラ村落
を平定し、1571 年 5 月 19 日にマニラに入城、スペイン帝国の東アジアにお








ン諸島の統治と改宗に貢献した総督兼総司令官レガスピ（在職 1565 年 4 月















あったフランシスコ・デ・サンデ博士（doctor Francisco de Sande）を任命した。
 1575 年 8 月 25 日にマニラに赴任すると同時に新総督サンデ博士（在位










ゴンサロ・ロンキリョ・デ・ペニャロサ（Gonzalo Ronquillo de Peñalosa）を
終身総督（1580 年 4 月就任、1583 年 2 月 14 日死去）に任命し、スペイン中
央部カステリャから独身者や妻帯者など合わせて 600 人の植民者をフィリピ
ン諸島に送り込んだ。













れる商品には 2 % の輸出税を、中国船がフィリピン諸島に舶載する商品に








および翌 82 年に中国人と日本人からなる倭寇が 10 数隻の船隊を率いて来襲
した際には果敢に戦い、日本人海賊を駆逐した。
　マニラ司教区は 1578 年 2 月 6 日にローマ教皇グレゴリオ 13 世の大勅書に
よって設立されたが、総督ロンキリョの統治時代にフィリピン諸島の初代司











　総督ロンキリョは当初より健康に恵まれず、1583 年 2 月 14 日に死去、彼
の後は総督が指名しておいた甥のディエゴ・ロンキリョ（Diego Ronquillo） 









Santiago de Vera）が任命（在位 1584 年 5 月 16 日～ 1590 年 5 月）された。
　新総督サンティアゴ・デ・ベラ博士は、スペイン国王が派遣した司法行
政院の審議官（oidor）メルチョール・デ・アバロスとペドロ・デ・ロハス、
および検察官（fiscal）ガスパル・デ・アヤラを伴い、1584 年 5 月 27 日にマ





























































たちの反乱が起こり、総督は 1593 年 10 月 25 日に暗殺された。総督の死去
に接した総督府当局は臨時総督ペドロ・デ・ロハス学士（licenciado Pedro de 
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号とサンティアゴ号に乗り込み、1595 年 3 月 22 日にアカプルコを出帆、同





（Francisco Tello de Guzmán）が 1596 年 7 月 14 日にマニラに着任（在位 1596
年 7 月 14 日～ 1602 年 5 月）した。
　同時に、逝去したドミンゴ・デ・サラサル司教に代わって、フランシスコ
会士イグナシオ・デ・サンティバニェスが 1598 年 5 月 29 日に初代マニラ大
司教に任命され、ドミニコ会士ミゲル・デ・ベナビデスが同年 6 月 26 日に
カガヤン州ヌエバ・セゴビア市の初代司教に、アウグスティノ会士ペドロ・
デ・アグルト（Pedro de Agurto）が同年 10 月 14 日にセブ島のサンクティシモ・
ノンブレ・デ・ヘスス市の初代司教にそれぞれ選出されたことが伝えられた。






















































　1602 年 5 月、ヌエバ・エスパーニャから 4 隻の帆船がマニラに到着、同
船には新総督兼司法行政院議長のペドロ・デ・アクニャ（Pedro de Acuña、
















（1602 年 6 月 1 日付）を送り、併せて日本からのオランダ人の追放を願い出た。
こうした総督の積極的な姿勢に刺激され、先のヘロニモ・デ・ヘススのキリ
スト教徒をつくり教会を建立する許可を得たという情報、さらには、従来の



























府間交渉はその後なんら進展せず、1606 年 6 月 24 日に総督ペドロ・デ・ア
クニャが逝去したことでまたしても中絶を余儀なくされた。
　一方、ペドロ・デ・アクニャ総督府にとってマニラ在住の日本人との摩擦



























　スペイン王室はフィリピン総督不在の事態を憂慮し、1607 年 7 月 7 日付
けでヌエバ・エスパーニャ副王ルイス・デ・ベラスコに対し次期正式総督
フアン・デ・シルバ（Juan de Silva）が着任するまでの代理総督の選出と
派遣を命じ、副王の甥にあたるロドリゴ・デ・ビベロ（Rodrigo de Vivero y 
Velasco、在位 1608 年 6 月 15 日～ 1609 年 4 月）を任命した。代理総督は
1608 年 6 月 15 日にマニラに着任、早々に徳川幕府と折衝交渉に入った。な
かでもオランダ人が幕府において優位を占めつつある事態を重視したロド
リゴ・デ・ビベロはこれを打開せんと家康および秀忠に宛て書簡（1608 年
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　総督フアン・デ・シルバは 1616 年 4 月 19 日に遠征中に死去、王立司法行
政院が総督を代行（1616 年 4 月 19 日～ 1618 年 6 月 18 日）した後、フィリ
ピン総督兼総司令官は主だったところでは、アロンソ・ファハルド（Alonso 
Fajardo y Tenza、在位 1618 年 6 月 18 日～ 1624 月 7 月）、セバスティアン・
ウルタド・デ・コルクエラ（Sebastián Hurtado de Corcuera、在位 1635 年 6
月 25 日～ 1644 年 8 月 11 日）、ディエゴ・ファハルド・チャコン（Diego 
Fajardo Chacón、在位 1644 年 8 月 11 日～ 1653 年 7 月 25 日）、サビニアノ・
マンリケ・デ・ララ（Sabiniano Manrique de Lara、在位 1653 年 7 月 25 日～
1663 年 9 月 8 日）らが就任した。その後、ディエゴ・デ・サルセド（Diego 
de Salcedo、在位 1663 年 9 月 8 日～ 1668 年 9 月 28 日）が継承し、この統治
時代にヌエバ・エスパーニャからカカオがフィリピンに移植されカカオ栽培
が開始された。フィリピン総督はその後、フアン・デ・アレチェデーラ（Juan 
de Arrechederra、兼マニラ大司教、在位 1745 年 9 月 21 日～ 1750 年 7 月 20
日）、アントニオ・マヌエル・ロホ（Antonio Manuel Rojo、兼マニラ大司教、
在位 1760 年 9 月 26 日～ 1762 年 10 月 10 日） らに継承された。総督マヌエ
ル・ロホ在任中の 1762 年 9 月 22 日にイギリス艦隊がマニラを襲撃、同年
10 月 5 日にイギリス軍がマニラを占領し、10 月 10 日にイギリス司令官ドレ
イクが総督に就任したが、1763 年にパリ条約が締結されフィリピンは再び
スペインの管轄下に置かれた。次いで、シモン・デ・アンダ・イ・サラサー










Basco） は 1785 年 5 月 23 日に初代監督官（インテンデンテ）にマニラ司法
行政院の審議官シリアコ・ゴンサレス・デ・カルバハルを任命した。 
　やがてヌエバ・エスパーニャ副王領のスペイン本国からの独立戦争がミゲ
ル・イダルゴ司祭によって 1810 年 9 月 16 日に開始されると、1813 年 10 月
25 日にはスペインのフェルナンド 7 世の勅令によってフィリピンとヌエバ・
エスパーニャ間のいわゆる「マニラ・アカプルコガレオン船貿易」が廃止さ











独立運動に介入、1898 年 4 月 25 日に米西戦争（アメリカ・スペイン戦争）
が勃発した。その直前の同年 4 月 22 日に米国の在シンガポール公使プラッ
トとフィリピンの民族主義者エミリオ・アギナルドはスペインからの独立に
ついて会談したが、米国は極東進出の拠点としてフィリピン諸島支配の機を
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追　記
　本稿は、2010 年度「神田外語大学研究助成（在外研究）」を受けて実現し









岩波書店、昭和 50 年、1 ～ 3 ページ。
（2）スペイン帝国の東アジア進出については、拙論「スペイン帝国の太平洋
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